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今
日
に
お
け
る
保
育
労
働
の
実
態
と
労
働
組
合
の
取
り
組
み

　

澤　

田　

ま
り
や

　

川　

村　

雅　

則

わ
な
い
（
四
七
・
五
％
）」、「
他
職
種
へ
の
興
味
（
四
三
・

一
％
）」、「
責
任
の
重
さ
・
事
故
へ
の
不
安（
四
〇
・
〇
％
）」、

「
自
身
の
健
康
・
体
力
へ
の
不
安
（
三
九
・
一
％
）、「
休
暇

が
少
な
い
・
取
り
に
く
い
（
三
七
・
〇
％
）」
で
あ
っ
た
。

　

他
の
調
査
で
も
不
満
の
上
位
に
位
置
す
る
彼
女
ら
の
賃

金
水
準
は
図
表
３
の
と
お
り
で
、
専
門
職
と
位
置
づ
け
ら

れ
な
が
ら
、男
性
全
体
よ
り
低
い
の
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

女
性
全
体
と
比
べ
て
も
低
い
（
北
海
道
で
は
、
年
収
格
差

は
前
者
で
お
よ
そ
一
六
〇
万
円
、
後
者
で
も
お
よ
そ
三
〇

万
円
）。
ま
た
、
勤
続
年
数
の
短
さ
も
特
徴
的
で
あ
る
。
若

く
な
け
れ
ば
勤
ま
ら
な
い
仕
事
で
あ
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ

る（
５
）。

　

労
働
条
件
問
題
の
背
景
に
は
、
そ
も
そ
も
わ
が
国
で
は

保
育
に
投
じ
ら
れ
る
予
算
が
少
な
い
こ
と
に
加
え
て
、
保

育
需
要
増
へ
の
安
易
な
対
応
策
と
し
て
、
子
ど
も
の
定
員

数
な
ど
規
制
の
緩
和
策
が
採
用
さ
れ
、
現
場
の
負
担
が
増

し
て
い
る
こ
と
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
よ
う
。

　

か
か
る
情
勢
、
政
策
動
向
な
ど
も
う
け
て
、
近
年
で
は
、

例
え
ば
非
正
規
雇
用
・
低
賃
金
（
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
）
問

１
．
は
じ
め
に

　

保
育
所
の
整
備
・
拡
充
に
不
可
欠
の
保
育
士
の
確
保
が

進
ま
な
い
。
背
景
に
あ
る
彼
女
ら
の
労
働
実
態
を
明
ら
か

に
す
る
こ
と
が
本
稿（
１
）の
主
た
る
課
題
で
あ
る
。

　

厚
生
労
働
省
発
表
資
料
（「
保
育
所
関
連
状
況
取
り
ま
と

め
」）
に
よ
れ
ば
、
二
〇
一
四
年
四
月
一
日
時
点
の
認
可
保

育
所
数
は
二
万
四
四
二
五
件
で
、
在
籍
児
童
数
は
約
二
二

七
万
人
で
あ
る
。
待
機
児
童
数
は
、
対
象
を
狭
く
と
ら
え

る
新
定
義
（
二
〇
〇
一
年
か
ら
使
用
。
旧
定
義
は
二
〇
〇

七
年
以
降
非
公
表
）
に
お
い
て
も
、
毎
年
（
各
年
四
月
一

日
現
在
）
二
万
人
台
で
推
移
し
て
い
る
（
図
表
１
白
棒
グ

ラ
フ
）。
保
育
所
に
入
れ
な
か
っ
た
母
親
た
ち
に
よ
る
異

議
申
し
立
て
（
行
政
処
分
に
対
す
る
不
服
申
し
立
て
）
な

ど
を
背
景
に
、
保
育
所
整
備
が
一
定
程
度
進
み
つ
つ
あ
る

も
の
の
（
図
表
１
表
折
れ
線
）、保
育
の
需
要
増
に
は
ま
っ

た
く
追
い
つ
い
て
お
ら
ず
、
本
稿
執
筆
時
点
で
も
、
母
親

た
ち
の
抗
議
行
動
が
話
題
に
な
っ
て
い
る
。（
そ
の
是
非
は

と
も
か
く
と
し
て
）
現
政
権
の
掲
げ
る
女
性
の
活
躍
推
進

の
実
現
に
は
ほ
ど
遠
い
状
況
で
あ
る
。

　

そ
も
そ
も
、
二
〇
一
五
年
に
施
行
さ
れ
た
新
た
な
保
育

制
度
で
あ
る
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
」
に
お
い

て
は
、
保
育
所
を
は
じ
め
と
す
る
保
育
施
設
の
大
幅
な
供

給
増
が
見
込
ま
れ
、
結
果
、
二
〇
一
七
年
度
末
ま
で
に
六
・

九
万
人
の
保
育
士
が
新
た
に
必
要
で
あ
る
と
試
算
さ
れ
て

い
た（
２
）。

　

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
保
育
士
が
集
ま
ら
な
い
。
厚
生
労

働
省（
３
）に
よ
る
と
（
図
表
２
）、
二
〇
一
三
年
の
保
育
士
登

録
者
数
の
う
ち
保
育
士
と
し
て
就
業
し
て
い
る
の
は
約
四

三
万
人
に
過
ぎ
ず
、
就
業
し
て
い
な
い
“
潜
在
保
育
士
”

は
そ
れ
を
は
る
か
に
上
回
る
約
七
六
万
人
と
試
算
さ
れ
て

い
る
。

　

保
育
士
と
し
て
の
就
業
を
躊
躇
さ
せ
て
い
る
の
が
労
働

条
件
問
題
で
あ
る
。
例
え
ば
、
保
育
士
資
格
を
有
し
て
い

な
が
ら
保
育
士
と
し
て
働
く
こ
と
を
希
望
し
な
い
求
職
者

を
対
象
に
二
〇
一
三
年
に
実
施
さ
れ
た
調
査（
４
）に
よ
る
と
、

就
業
し
な
い
理
由
の
上
位
五
項
目
は
「
賃
金
が
希
望
と
合

レ
ポ
ー
ト
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題
に
焦
点
を
あ
て
た
研
究
蓄
積
も
進
み
つ
つ
あ
る
も
の
の
、

し
か
し
な
が
ら
、
保
育
研
究
の
第
一
人
者
で
あ
る
垣
内
国

光
氏
が
言
う
よ
う
に
、
保
育
労
働
者
の
状
態
把
握
は
不
十

分
で
あ
る
。
以
上
が
本
稿
の
課
題
設
定
の
理
由
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
低
水
準
の
保
育
所
運
営
費
や
職
員
配
置
の

最
低
基
準
に
象
徴
さ
れ
る
と
お
り
、
保
育
（
な
ど
福
祉
）

の
職
場
は
制
度
の
あ
り
方
に
強
く
規
定
さ
れ
る
。
労
働
条

件
の
改
善
に
は
制
度
の
改
善
が
不
可
欠
で
あ
る
。
た
だ
同

時
に
、
現
行
保
育
制
度
下
で
も
、
労
働
組
合
の
取
り
組
み

を
通
じ
て
労
働
条
件
の
改
善
は
可
能
で
あ
る
の
を
示
す
こ

と
。
そ
れ
が
本
稿
の
も
う
一
つ
の
課
題
で
あ
る
。

２
．
調
査
の
概
要

　

本
稿
の
基
に
な
っ
て
い
る
修
士
論
文
で

は
、
札
幌
地
域
労
組
（
以
下
、
地
域
労
組
）

と
福
祉
保
育
労
北
海
道
地
方
本
部
の
協
力

を
得
て
調
査
研
究
を
行
っ
た
。

　

紙
幅
の
都
合
に
よ
り
、
本
稿
で
は
地
域

労
組
調
査
の
結
果
の
み
を
扱
う
。
地
域
労

組
の
協
力
で
行
っ
た
調
査
は
以
下
の
二
つ

で
あ
る
。

　

①　

労
働
組
合
・
職
場
ア
ン
ケ
ー
ト

　
　

（
以
下
、
ア
ン
ケ
ー
ト
）

　

一
一
の
園
（
Ａ
～
Ｋ
園
）
で
結
成
さ
れ
、

地
域
労
組
に
加
盟
す
る
組
合
支
部
を
対
象

に
実
施（
原
則
と
し
て
支
部
長
が
回
答
）。

二
〇
一
五
年
七
月
に
調
査
票
が
配
布
さ

れ
、
九
月
ま
で
に
回
収
が
終
了
。
調
査
は

地
域
労
組
が
実
施
（
澤
田
は
集
計
・
分
析

作
業
か
ら
参
加
）。

　

な
お
、
Ａ
～
Ｋ
園
は
い
ず
れ
も
社
会
福

祉
法
人
に
よ
る
運
営
で
、
Ｃ
～
Ｈ
園
は
同
一
法
人
の
園
で

あ
る
。

　

②　

保
育
士
聞
き
取
り
（
以
下
、
聞
き
取
り
）

　

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
ふ
ま
え
て
、
二
〇
一
五
年
九
月
～

一
〇
月
に
各
園
の
支
部
長
な
ど
一
四
人
の
保
育
士
か
ら
聞

＜図表２＞　登録された保育士と勤務者数の推移

＜図表１＞　待機児童数及び保育所・利用児童数の増（対前年度）の推移

＜図表３＞　北海道及び全国の保育士（女性）などの賃金等
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き
取
り
調
査
を
行
っ
た
。
一
一
園
全
て
か
ら
の
聞
き
取
り

を
希
望
し
た
が
、
Ｅ
園
と
Ｋ
園
で
は
調
査
が
で
き
な
か
っ

た
（
よ
っ
て
九
園
の
一
四
人
）。
い
く
つ
か
の
園
（
Ｂ
園
・

Ｉ
園
・
Ｊ
園
）
で
は
複
数
の
保
育
士
か
ら
話
を
聞
け
た
。

　

な
お
、
聞
き
取
り
対
象
の
属
性
な
ど
は
、
①
性
別
（
男

性
一
人
、
女
性
一
三
人
）、
②
年
代
（
二
〇
代
二
人
、
三
〇

代
三
人
、四
〇
代
四
人
、五
〇
代
五
人
）、③
雇
用
形
態
（
正

規
職
員
一
二
人
、
フ
ル
タ
イ
ム
型
非
正
規
職
員
二
人
）
で

あ
る
。

　

な
お
、
第
一
に
、
給
与
規
定
な
ど
、
同
一
法
人
で
あ
る

Ｃ
～
Ｈ
園
か
ら
の
ア
ン
ケ
ー
ト
は
ま
と
め
て
回
答
さ
れ
て

い
る
部
分
が
少
な
く
な
か
っ
た
（
図
表
で
も
そ
の
よ
う
に

示
し
た
）。

　

第
二
に
、
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
無
回
答
（
未
記
入
）
が
少

な
か
ら
ず
あ
っ
た
た
め
、
聞
き
取
り
時
に
な
る
べ
く
う
め

る
よ
う
に
し
た
が
、
そ
れ
で
も
一
部
は
不
明
と
し
て
残
っ

た
。
ま
た
、
回
答
者
の
誤
解
な
ど
で
精
度
に
欠
け
る
回
答

も
あ
る
こ
と
を
お
断
り
し
て
お
く
。

　

第
三
に
、
と
く
に
出
所
は
示
し
て
い
な
い
が
、
以
下
の

図
表
は
い
ず
れ
も
地
域
労
組
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
か
ら
作

成
し
た
も
の
で
あ
る
。

３
．
調
査
結
果

　

以
下
で
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
と
聞
き
取
り
か
ら
明
ら
か
に

な
っ
た
こ
と
を
ま
と
め
る
。
ま
ず
は
各
園
（
支
部
）
の
労

働
条
件
で
あ
る
。

　

本
稿
で
み
る
各
園
の
労
働
条
件
は
、
労
使
（
集
団
的
な

労
使
関
係
）に
よ
っ
て
築
き
上
げ
ら
れ
た
成
果
で
も
あ
る
。

保
育
士
に
対
す
る
園
長
か
ら
の
パ
ワ
ハ
ラ
を
機
に
数
年
前

に
組
合
が
結
成
さ
れ
た
Ｋ
園
を
除
き
、
労
使
関
係
は
、
総

じ
て
安
定
し
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
も
っ
と
も
、
そ

れ
で
も
園
長
に
よ
る
不
当
労
働
行
為
な
ど
発
生
し
、
そ
の

都
度
組
合
が
対
応
を
し
て
い
る
園
も
あ
る
。

　

Ｋ
園
を
除
く
と
、
組
合
が
結
成
さ
れ
て
か
ら
の
期
間
も

長
く
、
最
も
古
い
の
は
Ａ
園
支
部
（
本
稿
執
筆
時
点
の
約

四
〇
年
前
）
で
、
一
番
最
近
に
結
成
さ
れ
た
の
は
Ｊ
園
支

部
（
同
約
一
〇
年
前
）
で
あ
る
。

　

⑴　

非
正
規
保
育
士
、
低
賃
金
問
題

　

第
一
は
、
非
正
規
雇
用
で
働
く
保
育
士
の
多
さ
と
賃
金

水
準
の
低
さ
で
あ
る
。

　

ま
ず
、
図
表
４
は
各
園
保
育
士
の
雇
用
形
態
別
人
数
で

あ
り
、
こ
れ
に
よ
る
と
、
正
職
の
割
合
が
五
〇
％
を
超
え

て
い
る
の
は
一
一
園
中
五
園
に
と
ど
ま
る
。
正
職
割
合
が

最
も
低
い
の
は
Ｋ
園
で
、
そ
の
割
合
は
三
六
・
八
％
で
あ

る
（
な
お
、
ア
ン
ケ
ー
ト
で
の
雇
用
形
態
は
呼
称
で
あ
っ

て
、
例
え
ば
Ｂ
園
で
は
、
パ
ー
ト
五
人
の
う
ち
、
一
人
は

一
日
二
時
間
、四
人
は
一
日
七
・
五
時
間
の
勤
務
で
あ
る
）。

も
っ
と
も
、
正
職
と
臨
職
だ
け
み
る
と
、
Ｋ
園
を
除
き
、

ど
の
園
も
正
職
が
多
い
。

　

次
に
賃
金
に
つ
い
て
で
あ
る
。
先
に
図
表
３
（
厚
生
労

働
省
「
賃
金
構
造
基
本
統
計
」）
で
確
認
し
た
が
、
保
育
士

の
賃
金
水
準
は
低
い
。
図
表
５
は
、
賃
金
に
関
し
て
雇
用

形
態
別
に
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
正
職
の
結
果
を
み
る

と
、
初
任
給
は
ど
の
園
で
も
一
五
万
円
台
で
、
組
合
員
に

限
定
し
て
尋
ね
た
残
業
や
交
通
費
を
除
く
月
額
平
均
賃
金

（
総
支
給
額
）
は
、
最
小
で
約
一
七
万
一
千
円
、
最
大
で

約
二
二
万
三
千
円
で
あ
る
。

　

な
お
、
Ｊ
園
支
部
か
ら
の
回
答
に
は
臨
職
の
平
均
賃
金

も
回
答
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
金
額
は
一
六
万
四
二
六
二
円

で
あ
る
。正
職
の
二
一
万
七
四
〇
〇
円
も
高
く
は
な
い
が
、

臨
職
は
そ
れ
を
さ
ら
に
下
回
る
低
さ
で
あ
る
。

　

同
じ
く
一
時
金
（
夏
期
手
当
、
年
末
手
当
）
を
整
理
し

＜図表４＞　雇用形態別にみた各園の職員数

注１：アンケートでは各雇用形態の定義はされず、呼称に従って回答されている
（臨職はフルタイム型の非正規職員で、パートはパートタイム型の非正規
職員が想定）。

注２：人数には産休・育休など取得中の職員も含む（休暇取得前の雇用形態に含
めている）が、もとの雇用形態で復帰するかは不明（例えばＩ園では３人
の正職が産休取得中）。
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通
常
の
保
育
以
外
の
特
別
保
育
事
業
が
行
わ
れ
る
の
が
一

般
的
で
あ
る
（
図
表
７
）。
一
一
園
中
、全
て
の
園
で
「
延

長
保
育
」
と
「
乳
児
保
育
」
が
行
わ
れ
て
い
る
ほ
か
、「
障

害
児
保
育
」
と
「
産
休
明
け
保
育
」
が
八
園
、「
一
時
保
育
」

が
四
園
で
行
わ
れ
て
い
る
。

　

二
つ
は
、
冒
頭
で
述
べ
た
と
お
り
、
定
員
を
上
回
る
子

ど
も
の
受
け
入
れ
が
各
園
に
要
請
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ

る
。
定
員
数
と
実
際
の
受
け
入
れ
人
数
を
、
調
査
回
答
日

を
基
準
日
と
し
て
記
入
し
て
も
ら
っ
た
と
こ
ろ（
図
表
８
）、

一
部
の
園
で
（
と
り
わ
け
定
員
数
の
多
い
Ｃ
園
で
）
定
員

割
れ
の
状
況
に
あ
る
も
の
の
、
こ
の
時
点
で
す
で
に
八
園

で
定
員
に
達
し
て
い
る
。
一
一
〇
％
を
超
え
て
い
る
園
も

四
園
あ
る
。

　

わ
が
国
の
低
い
職
員
配
置
基
準
の
も
と
で
の
こ
う
し
た

な
い
と
思
わ
れ
る
が
）、
そ
れ
で
も
最
も
高
い
Ｂ
園
で
は
、

労
働
組
合
の
取
り
組
み
（
後
述
）
も
反
映
し
年
間
三
・
〇

カ
月
で
あ
る
。

　

⑵　

労
働
負
担
、
働
き
方
を
め
ぐ
る
問
題

　

調
査
で
明
ら
か
に
な
っ
た
第
二
は
、
労
働
負
担
を
め
ぐ

る
問
題
で
あ
る
。

　

一
つ
は
、
職
員
配
置
が
不
十
分
な
一
方
で
、
手
厚
い
保

育
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。保
育
園
で
は
現
在
、

た
の
が
図
表
６
で
あ
る
。
無
回
答
（
不
明
）
が
多
い
が
、

正
職
で
は
、
月
数
の
最
大
は
年
間
四
・
七
カ
月
（
Ｃ
～
Ｈ

園
）、
最
小
は
二
・
九
カ
月
（
Ｋ
園
）
で
あ
る
。
臨
職
は
正

職
よ
り
も
低
く
、
ま
た
算
出
の
基
礎
も
「
本
俸
」
の
み
で

あ
る
が
（
お
そ
ら
く
諸
手
当
が
そ
も
そ
も
支
給
さ
れ
て
い

＜図表５＞　雇用形態別にみた賃金（賃金表の種類、初任給、金額等）

＜図表６＞　正職及び臨職の夏期及び年末手当

＜図表７＞　特別保育事業の実施状況

＜図表８＞　各園の定員数と実際の受け入れ人数
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示
す
。
な
お
、
こ
の
パ
タ
ー
ン
は
毎
年
同
じ
と
い
う
わ
け

で
は
必
ず
し
も
な
く
、
そ
の
年
の
保
育
の
利
用
状
況
や
子

ど
も
の
状
況
に
よ
っ
て
も
変
更
が
あ
る
。
こ
う
し
た
複
雑

な
勤
務
シ
フ
ト
は
、
保
育
士
に
と
っ
て
は
、
生
活
リ
ズ
ム

の
維
持
の
面
で
負
担
を
も
た
ら
す
ほ
か
、
職
場
で
保
育
士

が
一
同
に
集
ま
る
機
会
（
時
間
）
を
つ
く
る
こ
と
を
困
難

に
す
る
。

　

四
つ
は
、残
業
の
発
生
状
況
と
賃
金
保
障
状
況
で
あ
る
。

聞
き
取
り
の
で
き
た
園
の
全
て
で
残
業
が
あ
る
と
回
答
さ

れ
た
が
、
た
だ
し
、
超
過
勤
務
と
し
て
賃
金
が
保
障
さ
れ

る
の
は
、
子
ど
も
の
ト
ラ
ブ
ル
や
保
護
者
対
応
で
職
場
に

残
っ
た
際
ぐ
ら
い
で
、
ほ
か
に
は
、
行
事
の
準
備
作
業
で

一
定
の
時
間
数
だ
け
が
保
障
さ
れ
る
程
度
の
よ
う
だ
。
と

り
わ
け
事
務
作
業
に
残
業
代
が
支
給
さ
れ
て
い
る
園
は
な

か
っ
た
。
も
っ
と
も
、
残
業
は
な
る
べ
く
発
生
さ
せ
な
い

よ
う
協
力
し
あ
っ
た
り
す
る
工
夫
も
聞
か
れ
た
。

　

最
後
に
、
休
憩
の
取
得
状
況
に
み
る
問
題
だ
が
、
こ
の

回
答
に
は
混
乱
が
み
ら
れ
る
（
図
表
10
）。
保
育
士
が
休

憩
を
取
得
で
き
る
の
は
、
例
え
ば
子
ど
も
の
午
睡
の
時
間

帯
が
あ
げ
ら
れ
る
が
、ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、「
取
れ
て
い
る
」

と
い
う
回
答
が
四
園
あ
っ
た
。
も
っ
と
も
、
表
中
の
「
備

考（
同
設
問
で
メ
モ
さ
れ
て
い
た
記
述
や
聞
き
取
り
結
果
）」

に
記
し
た
と
お
り
、こ
こ
で
回
答
さ
れ
て
い
る
休
憩
と
は
、

仕
事
か
ら
完
全
に
離
れ
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
と
い
う
意

味
で
は
な
く
、
事
務
を
中
心
に
作
業
が
行
わ
れ
て
い
る
状

態
（
日
案
・
週
案
・
月
案
な
ど
保
育
指
針
に
則
っ
た
文
書

や
お
便
り
な
ど
の
作
成
、
仕
事
の
打
ち
合
わ
せ
や
行
事
準

備
な
ど
）
を
指
す
。
つ
ま
り
、「（
休
憩
が
）
取
れ
て
い
る
」

と
疑
っ
て
し
ま
う
お
子
さ
ん
も
、
昔
に
比
べ
結
構
増
え
ま

し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
Ｊ
園
】

○　

親
と
の
関
係
性
で
気
に
な
る
子
に
対
し
て
は
、
皆
で
ま

ず
見
て
、
個
人
懇
談
と
か
で
ち
ょ
っ
と
家
庭
の
様
子
を
聞

い
た
り
、
保
護
者
〔
と
保
育
士
〕
の
関
係
が
出
来
て
い
る

状
態
で
あ
れ
ば
、
ち
ょ
っ
と
こ
こ
が
気
に
な
る
か
ら
今
度

検
診
の
と
き
に
聞
い
て
き
て
も
ら
っ
て
い
い
？
っ
て
そ

う
い
う
話
に
も
っ
て
い
っ
た
り
と
か
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
Ｇ
園
】

　

三
つ
は
、
複
雑
な
勤
務
シ
フ
ト

で
あ
る
。
親
の
就
労
環
境
の
変

化
も
あ
っ
て
、
年
々
、
早
朝
・

延
長
を
利
用
す
る
子
ど
も
が
低

年
齢
化
し
て
い
る
と
い
う
が
、

限
ら
れ
た
職
員
数
で
対
応
（
手

厚
い
保
育
を
提
供
）
し
よ
う
と

す
れ
ば
、
勤
務
の
複
雑
化
は
避

け
ら
れ
な
い
。

　

一
一
園
の
開
園
時
刻
は
、
Ｂ

園
を
除
き
七
時（
Ｂ
園
は
八
時
）、

閉
園
時
刻
は
、
Ｈ
園
を
除
き
一

九
時
（
Ｈ
園
は
二
〇
時
）
で
あ

る
が
、
勤
務
シ
フ
ト
は
、
最
少

で
六
種
類
（
Ｇ
園
）、
最
大
で

一
三
種
類
（
Ｉ
園
）
の
パ
タ
ー

ン
が
組
ま
れ
て
い
る
。
図
表
９

に
両
園
の
そ
れ
を
参
考
ま
で
に

定
員
超
過
は
、保
育
士
の
負
担
増
を
懸
念
さ
せ
る
。
実
際
、

こ
う
し
た
定
員
超
過
に
加
え
て
、
い
わ
ゆ
る
「
気
に
な
る

子
」
や
特
別
な
ケ
ア
を
必
要
と
す
る
子
ど
も
が
増
え
て
い

る
こ
と
、加
え
て
、保
護
者
と
の
関
係
づ
く
り
の
困
難
（
背

景
に
あ
る
の
は
、
保
護
者
自
身
も
、
就
業
環
境
や
養
育
環

境
の
変
化
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
こ
と
）
な
ど
、「
負
担
が

増
え
て
い
る
」こ
と
が
一
様
に
聞
き
取
り
で
は
語
ら
れ
た
。

以
下
に
そ
の
一
部
を
紹
介
す
る
。

○　

親
も
生
き
づ
ら
い
、
子
育
て
し
づ
ら
い
世
の
中
だ
か
ら
大

変
。
悩
み
の
相
談
な
ん
か
も
結
構
細
か
に
し
ま
す
。
ち
ょ
っ

と
危
な
い
な
、
子
ど
も
の
関
係
が
し
っ
く
り
い
っ
て
い
な

い
な
と
か
、
気
分
的
に
落
ち
て
い
る
な
と
か
い
う
親
も
い

ま
す
。
そ
う
い
う
の
を
見
て
い
っ
て
家
庭
に
踏
み
込
ん
だ

り
も
し
ま
す
。
問
題
を
抱
え
て
い
る
と
か
、
発
達
で
サ
ポ
ー

ト
が
必
要
と
い
う
場
合
に
は
定
期
的
に
支
援
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
Ｂ
園
】

○　

子
ど
も
の
服
の
汚
れ
一
つ
に
し
て
も
、
保
護
者
の
方
は

ど
う
し
て
？
と
な
っ
て
し
ま
う
場
合
も
あ
る
。
そ
れ
は
、

ど
う
し
て
も
集
団
の
中
で
の
子
ど
も
の
育
ち
が
イ
メ
ー

ジ
し
に
く
い
こ
と
か
ら
生
じ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
普
段
か
ら
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
積
極
的
に
取
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。　
　
【
Ｃ
園
】

○　

例
え
ば
靴
と
か
も
皆
履
け
る
と
こ
ろ
を
履
け
な
い
、
話

を
黙
っ
て
聞
け
な
い
、
絵
本
を
読
ん
で
い
て
も
黙
っ
て

座
っ
て
い
ら
れ
な
い
と
い
う
お
子
さ
ん
が
増
え
て
き
て

い
る
。
そ
こ
は
家
庭
環
境
だ
っ
た
り
も
す
る
し
、
ひ
ょ
っ

と
し
た
ら
障
が
い
を
も
っ
て
い
る
の
か
な
っ
て
ち
ょ
っ

＜図表９＞　Ｇ園及びＩ園の勤務シフト
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い
ま
す
。
他
に
も
保
育
の
こ
と
、
例
え
ば
子
ど
も
が
吐
い

て
し
ま
っ
て
そ
こ
に
一
人
つ
か
な
き
ゃ
い
け
な
い
時
に
は

残
業
し
た
り
、
朝
人
手
が
足
り
な
い
と
き
ち
ょ
っ
と
早
く

出
勤
し
て
い
る
保
育
士
に
入
っ
て
も
ら
っ
た
り
す
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
Ｊ
園
】

　

⑶　

労
働
組
合
の
取
り
組
み
と
成
果

　

保
育
職
場
の
労
働
条
件
は
制
度
に
強
く
規
定
さ
れ
て
厳

し
い
と
は
い
え
、
こ
こ
ま
で
み
て
き
た
条
件
は
、
労
働
組

合
に
よ
っ
て
改
善
を
図
っ
て
き
た
結
果
で
も
あ
る
。

　

保
育
士
の
解
雇
・
雇
い
止
め
や
人
事
問
題
、
あ
る
い
は
、

広
義
の
労
働
条
件
・
保
育
環
境
の
問
題
な
ど
、
各
園
で
の

労
働
組
合
結
成
の
契
機
や
「
土
壌
」
は
様
々
で
あ
る
が
、

Ｋ
園
を
除
け
ば
、
当
初
の
問
題
は
解
決
し
、
労
使
関
係
は

安
定
し
て
い
る
園
が
多
い
（
そ
れ
で
も
問
題
は
発
生
す
る

が
）。
ま
た
、
数
値
の
把
握
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
Ｋ
園

を
除
く
ど
の
園
で
も
離
職
者
は
少
な
い
と
い
う
（
数
値
の

把
握
が
で
き
な
か
っ
た
の
は
、
最
後
の
離
職
者
を
支
部
長

自
身
が
覚
え
て
い
な
い
ほ
ど
離
職
が
少
な
い
こ
と
に
も
よ

る
。
た
だ
し
、
そ
れ
は
正
職
を
中
心
と
し
た
話
と
思
わ
れ

る
）。

　

組
合
の
取
り
組
み
を
み
る
前
に
、
ま
ず
各
園
の
保
育
士

の
組
織
状
況
を
示
し
て
お
く
（
図
表
11
）。
ほ
と
ん
ど
の

園
で
正
職
保
育
士
は
多
く
が
組
合
員
で
あ
る
。

　

さ
て
、
組
合
の
取
り
組
み
と
し
て
は
、
第
一
に
、
組
合

結
成
後
は
集
団
的
労
使
関
係
に
お
い
て
労
使
対
等
原
則
に

く
な
る
。
長
時
間
保
育
の
子
ど
も
が
増
え
て
い
る
の
で
、

も
う
一
人
〔
保
育
士
が
〕
い
た
ら
良
い
の
に
と
思
う
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
保
護
者
の
働
く
時
間
に
あ
わ
せ
て
保
育
も

長
時
間
化
し
て
お
り
、
勤
務
終
了
の
時
間
に
な
っ
て
も
あ

が
れ
な
い
と
い
う
こ
と
が
随
分
増
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、

現
場
に
い
る
と
ど
う
し
て
も
現
場
の
中
で
の
仕
事
が
多
く

な
っ
て
し
ま
う
か
ら
事
務
作
業
は
持
ち
帰
っ
て
家
で
行
っ

た
り
し
て
い
ま
す
。　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
Ａ
園
】

○　

普
段
休
憩
は
、
多
く
て
も
三
〇
分
と
か
四
〇
分
で
す
。

あ
と
は
ノ
ー
ト
と
か
書
き
物
を
や
っ
て
い
ま
す
。
何
か
急

い
で
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
仕
事
が
あ
れ
ば
休
憩
が
取

れ
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
休
憩
を
取
っ
て
し
ま
う
と
そ

の
分
仕
事
が
残
っ
て
し
ま
い
、
後
で
や
る
こ
と
に
も
な
る

し
。　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
Ｂ
園
】

○　

シ
フ
ト
上
は
あ
が
る
時
間
で
も
、
こ
の
時
間
に
も
う
一

人
い
た
ほ
う
が
楽
だ
ろ
う
な
と
思
っ
た
ら
残
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
残
業
代
は
出
な
い
で
す
が
、
現
場
が
大
変
か
な

と
思
う
の
で
。
ま
た
持
ち
帰
り
が
多
く
、
家
事
は
ほ
と
ん

ど
で
き
て
い
ま
せ
ん
。
／
休
憩
は
取
っ
て
い
る
け
れ
ど
も

事
務
作
業
を
そ
こ
に
入
れ
て
い
る
の
で
、
だ
か
ら
そ
れ
が

休
憩
か
と
言
わ
れ
た
ら
違
い
ま
す
よ
ね
。　　
　
　
【
Ｉ
園
】

○　

行
事
も
あ
る
し
、
記
録
物
も
多
く
や
る
こ
と
が
た
く
さ

ん
あ
る
の
で
、
日
々
残
っ
て
い
る
こ
と
が
多
い
で
す
。
一

人
担
任
の
先
生
は
特
に
そ
う
で
、
一
時
間
や
二
時
間
程
度

残
業
し
て
い
ま
す
。
時
に
は
一
五
時
半
に〔
シ
フ
ト
上
は
〕

終
わ
っ
て
も
、
閉
園
の
一
九
時
ま
で
残
業
す
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
何
か
作
る
も
の
が
あ
る
時
は
材
料
を
持
ち
帰
っ

て
、
家
や
、
土
曜
日
の
公
休
に
出
勤
し
て
行
っ
た
り
し
て

と
い
う
回
答
は
、
ゆ
と
り
を
も
っ
て
作
業
が
で
き
て
い
る

こ
と
を
指
す
よ
う
で
あ
る
。

　

以
下
、
聞
き
取
り
結
果
の
一
部
を
紹
介
す
る
。

○　
〔
職
員
配
置
に
つ
い
て
〕
朝
を
厚
く
し
て
し
ま
う
と
夕

方
の
時
間
が
少
な
く
な
り
、
夕
方
を
厚
く
す
る
と
朝
が
薄

＜図表10＞　普段の仕事での休憩取得状況
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も
と
づ
く
労
働
条
件
の
決
定
が
追
求
さ
れ
て
い
る
。

　

一
部
の
園
／
支
部
を
除
き
「
労
働
協
約
」
も
締
結
し
て

お
り
、
そ
こ
に
は
、
誠
実
団
交
や
組
合
活
動
の
保
障
の
ほ

か
、
組
合
員
の
労
働
条
件
の
変
更
時
に
お
け
る
「
事
前
協

議
制
」
も
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
（
こ
こ
で
い
う
労
働
条
件

は
、
降
格
・
昇
給
、
懲
戒
、
解
雇
、
職
種
、
賃
金
、
賞
与
、

退
職
金
、
職
務
内
容
、
勤
務
先
、
労
働
時
間
、
休
日
、
休

憩
な
ど
が
幅
広
く
網
羅
さ
れ
て
い
る
）。
会
計
分
析
に
も

と
づ
く
団
交
を
行
っ
て
い
る
支
部
も
あ
る
。

　

調
査
の
中
で
「
自
由
に
モ
ノ
が
言
え
る
」
と
い
う
発
言

が
よ
く
聞
か
れ
た
が
、
日
常
的
に
あ
る
い
は
団
体
交
渉
な

ど
を
通
じ
て
働
く
者
の
意
見
や
要
求
が
表
明
可
能
な
点
は
、

離
職
を
抑
止
し
、
日
々
の
保
育
実
践
に
も
よ
い
影
響
を
与

え
る
こ
と
が
感
じ
ら
れ
た
。

　

さ
ら
に
、
Ａ
園
・
Ｂ
園
・
Ｊ
園
な
ど
で
は
、
上
記
図
表

の
と
お
り
、
今
日
の
労
働
界
の
課
題
で
あ
る
非
正
規
職
員

の
組
合
へ
の
迎
え
入
れ
（
集
団
的
労
使
関
係
の
強
化
）
も

実
現
さ
れ
て
い
る
。

　

も
ち
ろ
ん
、
組
合
が
定
着
し
た
園
だ
か
ら
と
い
っ
て
問

題
が
発
生
し
な
い
わ
け
で
は
な
い
が
、
そ
う
い
う
場
合
に

も
、
集
団
的
な
労
使
関
係
を
通
じ
て
問
題
が
解
決
さ
れ
て

い
る
。

　

一
例
を
あ
げ
る
と
、
最
近
Ｉ
園
で
は
、
あ
る
保
育
士
に

対
し
て
園
長
か
ら
の
パ
ワ
ハ
ラ
的
言
動
（
園
側
は
「
教
育
・

指
導
」）
が
繰
り
返
さ
れ
た
が
、
組
合
と
し
て
即
座
に
抗

議
を
し
て
園
側
か
ら
謝
罪
文
を
提
出
さ
せ
て
い
る
。

　

第
二
に
、
賃
金
・
労
働
条
件
の
改
善
の
取
り
組
み
で
あ

る
。
例
え
ば
働
き
方
を
み
る
と
、す
で
に
述
べ
た
と
お
り
、

不
払
い
労
働
の
存
在
や
休
憩
の
取
得
の
困
難
な
ど
が
あ
る

も
の
の
、
そ
れ
で
も
国
基
準
を
上
回
る
職
員
配
置
の
増
を

追
求
・
実
現
し
た
り
、
日
常
的
な
仕
事
の
助
け
合
い
・
カ

バ
ー
が
行
わ
れ
た
り
し
て
い
る
。
そ
の
こ
と
は
、
い
く
つ

か
の
園
で
の
有
給
休
暇
の
積
極
的
な
取
得
に
も
つ
な
が
っ

て
い
る
（
図
表
12
）。

　

こ
う
し
た
有
給
休
暇
も
当
初
か
ら
取
得
で
き
た
わ
け
で

は
な
い
し
、そ
も
そ
も
以
前
は
、就
業
規
則
に
規
定
は
あ
っ

て
も
、
有
休
は
お
ろ
か
産
休
や
育
休
も
取
得
で
き
な
か
っ

た
園
も
あ
る
。
そ
れ
が
現
在
で
は
臨
時
職
員
も
育
休
の
取

得
が
で
き
て
い
る
し
、
希
望
を
前
も
っ
て
シ
フ
ト
に
組
み

込
む
こ
と
で
保
育
に
影
響
を
出
さ
な
い
よ
う
長
期
休
暇
を

輪
番
制
で
取
得
す
る
な
ど
の
工
夫
が
み
ら
れ
る
。

　

賃
金
に
つ
い
て
も
、
全
体
と
し
て
は
低
い
も
の
の
、
Ｉ

園
や
Ｊ
園
で
は
経
験
に
も
と
づ
く
昇
給
が
行
わ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
の
は
組
合
を
結
成
し
て
か
ら
で
あ
る
。
あ
る
い

は
、
先
に
ふ
れ
た
非
正
規
問
題
へ
の
取
り
組
み
で
は
、
例

え
ば
Ａ
園
支
部
で
は
、臨
職
に
は
勤
続
上
限
（
三
年
）
や
、

＜図表11＞　各園（支部）の保育士の組織・組合加入状況

＜図表12＞　有給休暇及び長期休暇（有給休暇含む）の
　　　　　 　取得日数
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正
職
員
採
用
（
正
職
員
へ
の
転
換
）
に
際
し
て
の
年
齢
制

限
が
数
年
前
ま
で
設
け
ら
れ
て
い
た
が
、
そ
れ
ら
を
撤
廃

し
て
い
る
。
ま
た
、
組
合
員
の
月
額
平
均
賃
金
水
準
が
二

二
万
三
千
円
と
他
の
園
よ
り
も
高
い
Ｂ
園
支
部
で
は
、
臨

職
に
つ
い
て
も
、
一
時
金
の
月
数
を
高
く
設
定
し
、
か
つ
、

毎
年
賃
上
げ
を
実
現
し
て
い
る
こ
と
が
語
ら
れ
た
。
さ
ら

に
Ｊ
園
支
部
で
は
、
運
営
費
の
学
習
や
園
の
財
政
分
析
を

通
じ
て
、
非
正
規
職
員
の
正
職
員
化
要
求
を
行
い
、
二
〇

一
五
年
度
か
ら
臨
職
を
一
人
正
職
に
し
た
と
の
こ
と
で
あ

る
。

４
．
ま
と
め
に
代
え
て

　

本
稿
で
取
り
上
げ
た
保
育
士
た
ち
に
、
専
門
職
と
し
て

ふ
さ
わ
し
い
処
遇
が
保
障
さ
れ
て
い
る
か
、
と
問
わ
れ
れ

ば
、
否
で
あ
る
。
パ
ー
ト
は
除
い
た
と
し
て
も
、
全
員
が

正
職
で
雇
用
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
誰
か
が
退
職

し
な
い
限
り
正
職
で
の
補
充
は
で
き
な
い
（
臨
職
で
雇
用

せ
ざ
る
を
得
な
い
）、
と
り
わ
け
臨
職
は
低
い
賃
金
水
準
で

あ
る
、
あ
る
い
は
、
要
請
さ
れ
る
手
厚
い
保
育
や
定
員
超

過
に
対
し
て
職
員
配
置
が
必
ず
し
も
十
分
で
は
な
い
（
結

果
、
不
払
い
な
ど
発
生
し
て
い
る
）、
と
い
っ
た
動
か
し

が
た
い
事
実
が
存
在
す
る
。
そ
こ
に
は
、
制
度
的
な
制
約

が
た
し
か
に
あ
る
（
逆
を
言
え
ば
、
い
く
つ
か
の
園
で
成

果
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
背
景
に
は
、
運
営
費
収
入
や
収
支

構
造
な
ど
、
客
観
的
な
条
件
が
存
在
す
る
）。

　

し
か
し
な
が
ら
、
労
働
組
合
の
取
り
組
み
に
よ
っ
て
賃

金
・
労
働
条
件
の
改
善
が
図
ら
れ
て
き
た
の
も
ま
た
事
実

で
あ
り
、
そ
れ
は
本
稿
で
み
て
き
た
と
お
り
で
あ
る
。
そ

の
水
準
は
必
ず
し
も
高
い
と
は
い
え
ず
、
ま
た
目
覚
ま
し

い
成
果
に
は
み
ら
れ
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
こ
う
し
た

実
践
が
な
け
れ
ば
、
例
え
ば
離
職
率
の
低
減
は
い
っ
そ
う

困
難
で
あ
っ
た
ろ
う
。
本
稿
で
み
た
彼
女
ら
の
実
践
は
、

労
働
界
自
身
か
ら
も
と
き
お
り
聞
か
れ
る
、
保
育
士
な
ど

の
福
祉
職
（
あ
る
い
は
、
女
性
）
に
労
働
組
合
の
結
成
や

運
営
は
無
理
で
あ
る
と
い
う
考
え
が
、
明
ら
か
に
誤
り
で

あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

【
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調
査
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に
ご
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（
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に
組
合
員
の
み
な
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に
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の
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を
借
り
て
感
謝
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上
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。

【
注
】

（
１
）　

本
稿
は
、
澤
田
が
北
海
学
園
大
学
大
学
院
経
済
学
研
究

科
に
提
出
し
た
修
士
論
文
を
ベ
ー
ス
に
執
筆
さ
れ
た
。

（
２
）　

厚
生
労
働
省
「
保
育
士
確
保
プ
ラ
ン
」（
二
〇
一
五
年

一
月
一
四
日
発
表
）。

（
３
）　

厚
生
労
働
省
「
第
一
回
保
育
士
等
確
保
対
策
検
討
会
」

（
二
〇
一
五
年
一
一
月
九
日
）
配
布
資
料
。

（
４
）　

厚
生
労
働
省
「
保
育
士
資
格
を
有
し
な
が
ら
保
育
士
と

し
て
の
就
職
を
希
望
し
な
い
求
職
者
に
対
す
る
意
識
調
査
」。

同
調
査
結
果
は
、「
保
育
を
支
え
る
保
育
士
の
確
保
に
向

け
た
総
合
的
取
組
」（
二
〇
一
三
年
一
〇
月
一
六
日
発
表
）

の
資
料
に
収
録
。

（
５
）　

経
験
年
数
は
、
短
い
層
の
保
育
士
が
多
く
、
七
年
以
下

の
保
育
士
が
約
半
分
。
離
職
率
は
一
〇
・
三
％
（
私
営
保

育
所
に
限
る
と
一
二
・
〇
％
）。
注
３
の
配
布
資
料
よ
り
。
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